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Ｓ、まとめ
本研究では，視覚障害者や色覚障害者が色の認識で困難な状況を明確にし，その支援技術と
して携帯型色認識システムを提案した．提案したシステムにより対象物全体の色認識が行える
づ
ことを確認した．
学位論文審査結果の要旨
平成１６年７月２９曰に第１回学位論文審査委員会を開催し，提出された学位論文及び関係資料に基づき
論文内容を詳細に検討した．さらに，平成１６年７月２９曰に行われた口頭発表後に，第２回学位論文審査
委員会を開き，協議の結果，以下のように判定した．
視覚や色覚に障害にある人が第三者に教えてもらわずに対象の色を認識することは困難であり，生活で不
便な思いをすることが多い本研究では，視覚・色覚障害の色認識の現状を調査し，その支援として携帯型
色認識システムを提案・開発している．装置がふれている対象物表面の一部の色の色名を音声で知らせ，さ
らにユーザーが装置で表面をなぞるにつれて，なぞった位置の色に対応した音を連続で鳴らすことで，対象
物の色や模様の情報をユーザーに伝える新しい装置である．そのために，様々な環境下での自動校正機能に
よる測色の安定化，センサで検出されたＲＧＢ値からユーザに分かり易い２２０種類の色名へ変換する方法，
色と連続音のマッピング方法等に関して，それぞれ新方式を提案し，システム全体としても視覚障害者を含
めた評価実験等により有効性を検証している．
以上のように，本研究は従来にない独自な色認識システムを研究・開発しており，福祉機器として社会へ
の貢献も大きい提案している各手法もこのシステムにとどまらず応用範囲が広い．よって，本論文は博士
(工学）に値するものと判定する．
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